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6.4 資料４  調査検討事項及び審議スケジュール 

資料３ 構成員名資料４ 

 
地上デジタル移動体向け（１セグメント）放送の不感地帯解消 

のためのギャップフィラーに関する調査検討会 

調査検討事項及び審議スケジュール 
 

 

１ 調査検討事項 

(1) 地上デジタル移動体向け（１セグメント）放送の現状と課題 

(2) ギャップフィラーに関する技術基準策定に資するための試験システム 

(3) ギャップフィラーＳＦＮ送信における既設固定受信に対する影響評価 

(4) ギャップフィラーの有効性の評価 

(5) ギャップフィラーに求められる技術基準 

(6) ギャップフィラー導入のための課題（価格、設置条件等）等 

 

２ 調査検討イメージ図 

  別紙１のとおり 

 

２ 調査検討スケジュール 

  別紙２のとおり 

 

３ 調査検討の進め方 

  別紙３のとおり 
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別紙３ 

 

 

調 査 検 討 の 進 め 方 
 

 

１ 調査検討会の開催 

平成１５年６月、８月、１月、３月の４回開催とする。 

 

２ 調査検討の進め方 

調査検討に当たっては、事務局より、できる限り会合開催前にメンバーへ検討テー

マ資料等を配付する。 

 

 第１回委員会（６月２８日開催） 

   ・ 調査検討会発足の挨拶  北陸総合通信局長 

・ 出席者自己紹介 

・ 開催趣旨の確認及び開催要綱の承認 

・ 座長選出 

・ 調査検討事項及びスケジュールの確認 

・ 技術試験の実施 

・ ＷＧの設置及びＷＧ主査の指名 

・ テーマ「地上デジタル移動体向け（１セグメント）放送）の現状について」 

発表委員 

総務省放送技術課 

北日本放送 

 

   ＷＧ（７月～８月まで２～３回開催予定） 

・有効なギャップフィラーシステムの検討 

・技術試験方法の検討等 

 

第２回委員会（８月後半に実施） 

・ 前回討議のまとめ（座長より） 

・ テーマ「ギャップフィラー試験システムについて」 

      ＷＧ主査、事務局 

・ テーマ「技術試験方法について」 

      ＷＧ主査、事務局 

    ・ その他 
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既設固定受信に対する影響調査、有効性評価の試験（９月～１２月） 

  公開実験も実施 

 

ＷＧ（１２月～１月に開催予定） 

・技術試験結果の整理・評価 

・求められる技術基準 

・ギャップフィラー導入のための課題等の検討 

 

第３回委員会（１月上旬に開催予定） 

・ 前回討議のまとめ（座長より） 

・ テーマ「技術試験の評価」 

      ＷＧ主査、事務局 

・ テーマ「ギャップフィラーに求められる技術基準」 

   ＷＧ主査、事務局 

・ テーマ「ギャップフィラー導入のための課題等」 

      ＷＧ主査、事務局 

・ 報告書構成(案)の確認 

・ 報告書取りまとめ方法及びスケジュールの確認 

 

ＷＧ（２月に開催予定） 

・報告書（案）の検討 

 

第４回委員会（３月上旬に開催予定） 

・ 前回討議のまとめ（座長より） 

・ 報告書(案)の確認 




